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1. は じ め に

電子顕微鏡はその生命である分解能の向上に最近著し

いものがあり,点分離1.4Å を公称するまでになってい

る.このため完全結晶中の原子位置や,格子欠陥の構造

をかなり忠実に再現することができるようになった.X

線回折法では不可能であった複雑な規則構造 1)･2)の決定

も行われている.我々も結晶粒界の粒界原子配列につい

てかなりの成果を得ている.3)～6)非晶質合金においても

Ⅹ線ではとらえにくい内部構造があることも報告した.

6)～8)金属組織学に新しい時代が訪れつつあるといえよ

う.今回はA1-Sn合金を液体急冷して生ずる極めて微細

な組織の相分離をとりあげた.

2.試料および実験方法

99.999% の純度のアルミニウムに同じ純度の錫を5%

混ぜて音容解し母合金とした.これを東北大学金研,増本

研究室の片ロール液体急冷装置で液体急冷しリボン状の

試料を得た.試料の厚さは50/Jm,幅 5mm程度である.

このリボン状試料を過塩素酸,エチルアルコール溶液中

で電解研磨し電顕観察用の試料とした.

観察に使用した電子顕微鏡は東北大学百万ボル ト電顕

室のJEM-1000超高圧高分解能電子顕微鏡 (Cs-ll

mm,C｡-5mm)である.使用条件は,加速電圧 1000kV,

ビームの開き角5×10~4rad.で対物絞 りは像に悪影響を

及ぼす場合がある9)ので使用していない.微小領域回折

装置は東大総合試験所のJEM-1250超高圧電子顕微鏡

のものを使用した.通常倍率の写真撮影も同様である.

3.結果および考察

本試料は平均粒径が数〃mの微粒組織である.粒内に

は直径 10nm～100nmの錫が球状に析出している.錫は

粒界にも析出しているが,粒界に析出した錫は粒内のも

のと違い回転楕円体状である.また粒界三重点にも多く

析出が見られ,この場合析出物の形状は三角錘状である

(写真 1).本合金系では試料中のほとんどの錫が析出す

るであろうことは状態図から容易に予想されることであ

り超急冷操作は固落度に特別な変化を与えてはいないよ
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写真1 液体急冷したA1-5%Sn合金の組織.粒内に球状の

析出相,粒界には楕円状の,粒界三重点には三角形に

見える析出相がある.

うである.しかし以下に述べるように全 く影響が無いわ

けではない.

3-1 粒内球状析出物

粒内に見られる球状析出物を微少領域回折装置によっ

て回折パターンを取ってみると,回折パターンは母相の

アルミニュームと析出した錫とによるものが重なっただ

けのものと,その上に非晶質の回折パターンに良く似た

ハローパターンが重畳しているものとの2種類に大別さ

れる.(写真2(a),(b))そのうち,ハローパターンが

見られない場合の一例が写真 3である. ここでは母相の

アルミニュームの (200)面とβ-Snの (200)面とが平行

になっており球状析出物においてもエピタキシーが存在

することを示している.しかし球状析出物の全てについ

てこのようなエピタキシーが存在しているわけではな

く,写真4に見られるように0-/数度のズレが見られる

場合もある.後者の場合,モアレ模様が現れるために低

倍率の観察でその存在を識別できるが,それによれば析

出相全体に対ずる割合は多くはないようである.これら

の析出相の困りでは母相の格子定数がわずかに増大して

おり (～1.8%)これは錫の固浴によるものと思われる.

また格子のミスマッチングに起因すると見られる転位が

風鈴のひものように伸びている様子も観察されている.
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